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メール登メール登録録 ☆
登
録
ご
希
望
の
方
は
、

お
名
前
を
添
え
て
送

信
願
い
ま
す
。



１月のこ んなこ とあんなこ と

隠

成
人
の
門
出
を

祝
う
成
人
式
が

自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、　

名
の

１９

方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
宮
本
村

長
の
式
辞
の
後
、
新

成
人
一
人
一
人
に
対

し
祝
酒
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

菊
池
蒼
大
さ
ん
と
木

村
有
伽
さ
ん
が
新
成
人
と
し
て
の
「
誓
い
の
言

葉
」を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祝
電
に
続
き
、
木
村
議
長
よ
り
お

祝
い
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
る
と
、
新
成
人
を

代
表
し
て
江
端
直
哉
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
（
１
月
４
日
）

新

難
救
助
活
動
の
自
主
的
活
動
組
織
で

あ
る
日
本
水
難
救
済
会
初
山
別
救
難

所
が
、
新
た
な
年

の
海
難
事
故
防
止

を
誓
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は

佐
藤
敏
昭
氏
・
加

藤
正
明
氏
・
越
前

好
裕
氏
の
３
名
が

平
成
　

年
度
北

３０

海
道
社
会
貢
献

賞
（
勤
続
　
年
）を

３０

受
賞
さ
れ
、
宮
本
村
長
か
ら
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。（
１
月
７
日
）

海

平
成
　
年
 初
山
別
村
成
人
式

３１

成人式出席者

江端　直哉　　山岡　大翔

加藤　毅一　　山﨑　毅士

菊池　蒼大　　山本　晃仁

武田　将典　　Ｐｕｐｕｎｇ

田中　翔貴　　　Ｉｎｄｒａｗａｎ

土門　　龍　　木村　有伽

花房　克樹　　工藤　菜花

辨開　駿材　　長谷川媛子

本間　亮成　　八巻　綾香

湊　　貴哉　　山口　莉奈

（敬称略）

内
漁
業
関
係
者
が
参
列
し
、

今
年
１
年
の
安
全
操
業
を
祈

願
す
る
祭
事
が
北
る
も
い
漁
業
組

合
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祭
儀
で
は
、
神
主
か
ら
お
祓
い

を
受
け
た
後
、
一
人
一
人
神
前
に

参
拝
し
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
今
年
も
地
域
漁
業
の
発
展
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

（
１
月
　
日
）

１１

村 海
上
安
全
祈
願
祭

平
成
　
年
  
初
山
別
救
難
所
 《
出
初
式
》

３１

消
防
団
の
出
初
式
が
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
団
員
一

同
は
地
域
防
災
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
人
員
報
告
、

宮
本
村
長
ら
に
よ
る
閲
団

の
後
、
団
員
に
北
海
道
知

事
表
彰
な
ど
の
表
彰
状
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
１
月
７
日
）

村 平
成
　
年
 初
山
別
村
消
防
団
《
出
初
式
》

３１

消防団出初式表彰者

▼北海道知事表彰

・１０年勤続　益田　則明

・２０年勤続　菅原　英二

　　　　　　北見　文男

・永年勤労章　立田　幸男

▼北海道消防協会長表彰

・１０年勤続　仁木　輝彦

・２０年勤続　槇口　健司

・３０年勤続　横山　幸市

　　　　　　岩井　明彦

▼北留萌消防組合
　　　　管理者表彰

・１０年勤続　仁木　輝彦

・２０年勤続　槇口　健司

・３０年勤続　横山　幸市

　　　　　　岩井　明彦

・優良団員　日角　健太

　　　　　　益田　則明

・技能功労　日角　健太

　　　　　　益田　則明



●１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

村成人式４晶

新春書き初め大会５松

役場仕事始め
村救難所出初式
村消防団出初式

７捷

どんど焼き８昇

親子ふれあい陶芸教室９昌

海上安全祈願祭１１晶

親子ふれあい料理教室１２松

村功労者表彰式１６昌

納税貯蓄組合会議
中学生除雪ボランティア

２３昌

地域貢献事業２５晶

なんもなんも食堂２６松

韻

年
を
迎
え
る
喜
び

を
新
た
に
す
る
と

と
も
に
、「
書
」
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

書
き
初
め
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
名
の
参
加
者
は
課

１１
題
を
手
本
に
、
力
強
い

筆
運
び
で
作
品
を
書
き

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
を
終
え
た
作
品

は
　
日
ま
で
自
然
交
流

１５
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。各
部

門
の
最
優
秀
賞
受
賞
者

は
次
の
通
り
で
す
。

（
１
月
５
日
）

平成３１年書き初め大会
最優秀賞受賞者

★小学校低学年の部

　課題『こま』

　長谷川　蒼　人（初小２年）

★小学校中学年の部

　課題『雪あかり』

　長谷川　省　二（初小３年）

★小学校高学年の部

　課題『自由の風』

　小　川　真　聡（初小６年）

★中学生の部

　課題『雪の地平』

　江　端　若　菜（初中１年）

新 平
成
　
年
 
新
春
書
き
初
め
大
会

３１

次
回
、２
月
６
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
の
予
定
で
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
２
月
号
」

【
　
月
　
日
の
様
子
】

１２

１９

【
１
月
　
日
の
様
子
】

１６

初参加 りん ちゃ初参加　りん ちゃんん

豚汁を食べまし豚汁を食べましたた

手遊びをしまし手遊びをしましたた

お姫様からプレゼントお姫様からプレゼント♪♪

成
　
年
度
森
と
人

３０
を

育
て
る
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
、
山
本
光

雄
氏
が
森
林
所
有
者

部
門
の
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
は
留
萌
振

興
局
の
小
野
寺
森
林
室

長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
た
後
、
山
本
氏
は
「
自
分
の
管
理
し
た
木
が

大
木
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
を
持
ち
な

が
ら
今
後
も
活
動
し
た
い
」
と
、
今
後
の
活
動
の

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
（
１
月
　
日
）

１６

平 平
成
　
年
度
 「
森
と
人
を
育
て
る

３０

コ
ン
ク
ー
ル
」
賞
状
伝
達
式



吋

議会だ よ り
 

 

 

 

功
労
者
表
彰

　
初
山
別
村
表
彰
条
例
に
よ

り
、
村
政
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
次
の
方
々
を
功
労
表
彰
す

る
こ
と
に
議
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
５
月
１
日
か
ら

１５

初
山
別
村
議
会
議
員
と
し
て

　
年
７
ヶ
月
間
在
職

１５　
初
山
別
村
字
明
里

　
　
水
　
門
　
博
　
雄
　
氏

　
初
山
別
村
字
豊
岬

　
　
髙
　
場
　
志
津
子
　
氏

　
　
月
定
例
会
は
、　

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

１３

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
村
功
労
者
表
彰
を
は
じ
め
、
村
職
員
の
給
与
条
例
等
の
一
部
改
正
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

１４

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
４
名
の
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

発行：初山別村議会
編集：議会報発行特別委員会

議会だより ２０１9 冬　№ 8 8

平成３１年２月発行

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

報告済専決処分の報告について〔損害賠償の額の決定について〕報告第６号

可決平成３０年度初山別村功労者表彰について議案第５１号

可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案第５２号

可決
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

議案第５３号

可決
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議案第５４号

可決
非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第５５号

可決初山別村税条例の一部を改正する条例の制定について議案第５６号

承認
専決処分の承認を求めることについて〔平成３０年度一般会
計補正予算（第５号）〕

承認第８号

可決平成３０年度一般会計補正予算（第６号）議案第５８号

可決平成３０年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第５９号

可決平成３０年度介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第６０号

可決平成３０年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）議案第６１号

可決平成３０年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）議案第６２号

可決平成３０年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）議案第６３号

※議案第５７号は、議案撤回のため欠番となっています。

功

労

者

表

彰



議会だ よ り

右

条
例
の
改
正

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

似
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職

員
の
給
与
を
引
き
上
げ
。

　
給
料
　
平
均
　
 ０
坩２
％

　
勤
勉
手
当
　

　
　
年
間
　
 ０
坩０
５
月
分

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

似
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
を
引
き
上
げ
。

　
　
年
間
　
 ０
坩０
５
月
分

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

似
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
。

　
　
年
間
　
 ０
坩０
５
月
分

○
非
常
勤
の
特
別
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
改
正

似
監
査
委
員
・
教
育
委
員
・

農
業
委
員
の
報
酬
引
き
上
げ
。

（
平
成
　
年
４
月
か
ら
）

３１

　
代
表
監
査
委
員

　
　
　
月
額
　
６
万
９
千
円

　
監
査
委
員

　
　
　
月
額
　
４
万
３
千
円

　
教
育
委
員

　
　
　
年
額
　
　
万
８
千
円

２２

　
農
業
委
員
会
長

　
　
　
年
額
　
　
万
４
千
円

３５

　
農
業
委
員

　
　
　
年
額
　
　
万
８
千
円

２２

垢
　
改
正
後
は
、
全
道
平
均

に
到
達
す
る
の
か
。

茅
　
監
査
委
員
に
つ
い
て
は
、

全
道
平
均
を
上
回
り
、
教
育

委
員
、
農
業
委
員
に
つ
い
て

は
、
管
内
平
均
を
若
干
上
回

る
金
額
と
な
る
。

○
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部

改
正

似
鉱
泉
浴
場
に
お
け
る
入
湯

税
の
課
税
規
定
の
追
加
。

　
入
湯
税
率

　
　
　
１
人
１
日
１
５
０
円

※
し
ょ
さ
ん
べ
つ
温
泉
岬
の

湯
は
、
課
税
免
除
施
設
の
た

め
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
２
６
０
６
万
３
千
円
を
追

加
し
、　

億
２
７
１
万
８
千

２６

円
に
。

【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
ニ
ー
ズ
調
査
委
託
料
】

垢
　
調
査
の
内
容
は
。

茅
　
平
成
　
年
度
に
次
期
の

３１

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
検
討
す
る
た
め
子
育
て

世
代
へ
の
事
前
調
査
。
調
査

項
目
は
国
が
設
定
し
た
項
目

に
村
の
独
自
項
目
を
追
加
し

実
施
。

【
労
働
力
調
整
協
議
会
運
営

費
補
助
金
】

垢
　
協
議
会
の
事
業
内
容
の

詳
細
は
。

茅
　
派
遣
元
の
会
社
の
賃
金

と
派
遣
先
の
農
漁
家
の
賃
金

の
差
額
の
一
部
を
派
遣
元
の

会
社
に
協
議
会
か
ら
助
成
。

今
年
度
の
差
額
は
３
千
円
と

設
定
。

【
村
道
等
除
排
雪
業
務
委
託

料
】

垢
　
除
雪
開
始
前
か
ら
２
割

程
度
、
約
１
千
万
円
増
額
と

な
っ
た
が
そ
の
理
由
は
。

茅
　
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
度
の
道
単
価
で
積

２９

算
し
て
い
る
が
、
平
成
　
年
３０

度
の
道
単
価
が
約
　
パ
ー
セ

２０

ン
ト
増
額
と
な
り
、
改
正
後

の
道
単
価
で
積
算
し
た
結
果

増
額
と
な
っ
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
５
万
円
を
追
加
し
、
３
億

９
４
６
万
８
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
６
２
８
万
円
を
追
加
し
、

１
億
６
８
３
７
万
４
千
円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

◇
　
万
６
千
円
を
減
額
し
、

７３
２
２
８
１
万
７
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
２
１
１
万
９
千
円
を
追
加

し
、
１
億
８
３
１
６
万
５
千

円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◇
　
万
円
を
追
加
し
、
１
億

３５
１
０
９
８
万
８
千
円
に
。

〇
農
業
及
び
漁
業
生
産
状
況

　
（
　
月
末
現
在

１１

　
　
　
　
単
位：

百
万
円
）

 

意
見
書
案

〇
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

賛
成
者
 水
門
　
博
雄
 議
員

賛
成
者
 新
田
　
武
夫
 議
員

〇
岬
セ
ン
タ
ー
等
利
用
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宮
本
村
政
の
継
続
に
つ
い
て

議
員
 平
成
　
年
初
当
選
か

１９

ら
３
選
　
年
間
、
残
す
と
こ

１２

ろ
４
ヶ
月
余
り
と
な
っ
た
。

　
地
方
自
治
の
基
本
で
あ
る

二
元
代
表
制
を
第
一
に
、
村

民
生
活
の
安
全
、
安
心
な
日

常
生
活
の
推
進
を
図
っ
て
こ

ら
れ
た
こ
と
に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。

　
初
当
選
直
後
の
名
誉
村
民

の
村
葬
を
見
事
に
立
派
に
執

行
さ
れ
、
村
内
外
の
方
々
も

敬
意
と
好
意
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
初
山
別
村
の
た
め

に
次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補

す
る
と
い
う
力
強
い
決
意
表

明
を
い
た
だ
き
た
い
。

村
長
 

　
村
の
発
展
と
村
民
の
幸
せ

を
願
い
、「
第
７
期
総
合
振

興
計
画
」
を
基
軸
と
し
、

様
々
な
課
題
に
対
し
全
力
で

取
り
組
み
、
村
政
運
営
に
努

め
て
き
た
。

　
社
会
背
景
を
的
確
に
捉
え
、

将
来
展
望
に
立
ち
、
常
に
住

民
の
視
点
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
求
め
ら
れ
る
施
策
の
優
先

順
位
や
効
率
性
を
追
求
し
、

健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら

施
策
の
推
進
に
意
を
注
い
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
方
交
付
税
に
大
き
く
依

存
す
る
小
規
模
自
治
体
に
は
、

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
、
施
策
の
推
進
に
際

し
て
は
、
常
に
財
政
に
及
ぼ

す
影
響
を
的
確
に
把
握
し
、

様
々
な
懸
案
事
項
を
解
決
で

き
る
財
政
余
力
を
保
ち
な
が

ら
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
漁

業
の
振
興
を
始
め
、
社
会
資

本
の
整
備
促
進
や
、
住
民
福

祉
向
上
の
た
め
の
諸
施
策
、

教
育
の
充
実
な
ど
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
一
層

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
成
長
を
追
い
求
め

て
き
た
社
会
観
か
ら
、
戦
略

的
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
発

想
や
、
よ
り
広
域
的
な
取
り

組
み
や
様
々
な
繋
が
り
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
と
具
体
的
な
道
筋
を

描
き
、
各
種
施
策
を
的
確
に

推
し
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　「
農
林
漁
業
の
振
興
策
」、

「
担
い
手
や
労
働
者
の
確
保

対
策
」、「
厳
し
い
環
境
に
あ

る
商
工
業
の
活
性
化
」、「
高

齢
化
社
会
に
適
応
し
た
福
祉

施
策
の
充
実
」、「
若
者
が
定

住
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
・
育
て
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
」、「
教
育
の

振
興
充
実
」
な
ど
、
極
め
て

重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
　
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
極
め
て
困
難
な

現
状
に
あ
る
が
、
課
題
解
決

に
向
け
、
３
期
　
年
間
の
経

１２

験
を
生
か
し
、
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
「
村
民
の
皆
さ

ん
が
ふ
る
里
に
誇
り
を
持
ち
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
村
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

来
期
も
そ
の
先
頭
に
立
ち
、

村
政
運
営
に
全
霊
を
尽
く
す

べ
く
、
立
候
補
の
決
意
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員
 只
今
、
村
長
よ
り
大

変
力
強
い
活
力
あ
る
答
弁
を

い
た
だ
い
た
。

　
今
後
も
初
心
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
二
元
代
表
制
を
基
本

と
し
た
プ
ラ
ン
ド
ゥ
シ
ー

（
※
）、
こ
れ
を
持
っ
て
村

政
執
行
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

議会だ よ り

一

般

質

問

Ｑ　次期村長選挙に立候補する

　　　　　　　力強い決意表明を

Ａ　村政運営に全霊を尽くすべく

　　　　　　　　　立候補の決意をした。

（
※
）
プ
ラ
ン
ド
ゥ
シ
ー
と

は
、
計
画
・
実
行
・
評
価

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り

返
し
て
課
題
解
決
を
図
る

こ
と
。

宮本　村長

水門　博雄　議員
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安
全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る
防

災
対
策
に
つ
い
て

議
員
 ９
月
６
日
の
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
現
象
か
ら

数
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
こ

の
度
の
防
災
対
応
に
つ
い
て

様
々
が
課
題
が
あ
っ
た
と
思

う
。
　
村
長
は
、
対
策
を
振
り
返

り
検
証
し
、
安
全
・
安
心
な

防
災
対
策
を
講
じ
る
と
述
べ

て
い
た
が
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
こ
の
度
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
の
検
証
の
進
展
状
況
と

検
証
結
果
の
住
民
へ
の
周
知

方
法
は
。

②
防
災
対
策
は
、
夏
季
型
・

冬
季
型
と
２
分
類
に
分
け
ら

れ
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
が

必
要
と
思
う
が
そ
の
対
応
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

③
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
者
の

一
人
暮
ら
し
世
帯
に
は
、
住

民
組
織
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
の
程
度
支
援
の

輪
に
組
み
入
れ
る
の
か
。

村
長
 

①
消
防
支
署
を
含
め
庁
内
会

議
を
開
催
し
検
討
を
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
電
源
に
つ
い
て
は
、
役
場

等
公
的
施
設
な
ど
は
、
長
時

間
の
停
電
に
十
分
な
対
応
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
新

年
度
に
お
い
て
整
備
を
検
討

す
る
。

　
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、

住
民
生
活
等
に
不
可
欠
な
水

を
供
給
す
る
た
め
電
源
確
保

に
つ
い
て
総
体
的
な
点
検
を

行
い
、
様
々
な
視
点
か
ら
よ

り
効
果
的
な
整
備
を
検
討
す

る
。
　
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

は
、
お
茶
の
間
懇
談
会
等
に

お
い
て
、
情
報
が
足
り
な
い

と
の
意
見
も
頂
い
て
お
り
、

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
メ
ー

ル
配
信
の
ほ
か
、
家
庭
の
固

定
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

メ
ー
ル
の
内
容
を
受
信
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
、
広
報
車
に
よ

る
周
知
も
検
討
す
る
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
全
世
帯
へ
配
布
し
、

防
災
教
育
の
観
点
か
ら
、
児

童
生
徒
へ
の
周
知
に
つ
い
て

も
教
育
委
員
会
と
協
議
す
る
。

　
家
庭
へ
は
、
常
日
頃
か
ら

家
庭
内
で
話
し
合
い
、
そ
し

て
各
自
治
会
に
お
け
る
連
絡

網
の
整
備
を
お
願
い
す
る
。

　
物
的
、
人
的
な
備
え
は
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
が
有

効
な
手
段
で
あ
り
、
継
続
し

て
設
立
を
進
め
、
自
主
防
災

訓
練
や
広
報
等
で
検
証
結
果

の
対
応
を
逐
次
お
知
ら
せ
す

る
。

②
北
海
道
に
お
け
る
冬
期
間

の
暖
房
対
策
は
、
生
命
を
も

脅
か
す
重
大
な
課
題
で
あ
る
。

　
現
在
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス

ト
ー
ブ
　
個
、
毛
布
３
５
０

３０

枚
、
簡
易
寝
袋
７
０
０
個
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
点
検
を

進
め
、
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
洗

い
出
し
継
続
し
て
備
蓄
を
進

め
る
。

③
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に

お
い
て
は
、
庁
舎
も
被
災
し
、

行
政
が
全
て
の
被
災
者
を
迅

速
に
支
援
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
る
。
自
助
、
共
助
の
観

点
か
ら
住
民
の
自
発
的
な
行

動
が
必
要
と
な
る
。

　
住
民
一
人
一
人
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
「
災
害
は
ひ

と
ご
と
」
と
思
わ
ず
に
、
い

つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
自
分
、
家
庭
、

隣
近
所
で
力
を
併
せ
、
で
き

る
こ
と
が
何
か
を
考
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
自
助
、
共

助
の
意
識
醸
成
に
努
め
る
。

一
問
一
答

議
員
 災
害
が
起
き
職
員
が

急
に
来
れ
な
い
場
合
、
避
難

所
の
開
設
を
自
治
会
長
や
社

会
福
祉
協
議
会
に
依
頼
す
る

な
ど
の
体
制
が
必
要
と
思
う

が
。

村
長
 地
域
や
自
治
会
の
皆

さ
ん
の
力
は
必
要
で
あ
り
、

そ
の
形
を
し
っ
か
り
作
る
。

議
員
 農
家
等
に
発
電
機
が

あ
れ
ば
多
少
は
減
災
で
き
た

が
、
関
連
事
業
と
し
て
発
電

機
等
の
導
入
に
対
す
る
助
成

は
で
き
な
い
か
。

村
長
 国
や
北
海
道
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

議
員
 災
害
時
に
拠
点
と
な

る
の
は
役
場
だ
が
耐
震
構
造

と
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
の

整
備
予
定
は
。

村
長
 財
政
状
況
を
勘
案
し
、

全
体
的
な
課
題
の
優
先
順
位

を
考
慮
し
な
が
ら
総
体
的
な

視
点
を
持
っ
て
考
え
た
い
。

議
員
 自
助
、
共
助
、
公
助
の

村
長
の
思
い
は
。

村
長
 村
民
一
人
一
人
が

も
っ
と
災
害
に
対
す
る
機
運

を
高
め
、
そ
の
為
に
は
更
に

協
力
し
て
助
け
合
い
、
村
が

ど
う
い
っ
た
、
公
助
に
結
び

つ
け
る
か
。
こ
れ
ら
を
リ
ン

ク
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
全

体
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
課
題
は

多
い
が
安
全
で
暮
ら
せ
る
よ

う
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
た

い
。

一

般

質

問

Ｑ　安全・安心で暮らせる

　　　　　　防災対策について

Ａ　自主防災体制の構築も含め、
　　　　安全・安心な村づくりを進める。

新田　武夫　議員
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防
災
思
想
の
高
揚
と
緊
急
時

に
備
え
た
体
制
づ
く
り

議
員
 全
国
で
想
定
外
の
大

規
模
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
。
村
で
は
、
今
ま
で
人

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
災
害

は
無
か
っ
た
が
住
民
意
識
の

高
揚
を
は
か
り
具
体
的
な
備

え
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
村
長
に
伺
う
。

１
坩「
自
助
」「
共
助
」
を
ど

の
よ
う
に
促
す
の
か

　
災
害
対
策
に
は
行
政
に
よ

る
「
公
助
」
の
強
化
と
共
に
、

住
民
自
ら
が
備
え
る
「
自
助
」

「
共
助
」
が
大
き
な
役
割
を

果
た
す
。

　
本
年
度
よ
り
「
自
主
防
災

組
織
設
立
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
る
が
、
そ
の
進
ち
ょ

く
状
況
と
未
設
置
組
織
へ
の

働
き
か
け
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
る
か
。

２
坩
初
山
別
村
防
災
地
図
に

つ
い
て

　
年
明
け
各
戸
に
配
布
予
定

で
あ
る
が
、
住
民
へ
の
説
明

会
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

又
、
学
習
会
や
防
災
訓
練
も

必
要
と
思
う
が
。

３
坩
防
災
減
災
に
特
化
し
た

人
材
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
今

後
、
施

策
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
推
進
す
る
に
は
、
専

任
の
担
当
を
配
置
し
、
住
民

と
と
も
に
事
に
当
た
れ
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
が
。

村
長
 　

１
坩「
自
主
防
災
組
織
」
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
全
体
の
４

分
の
１
に
あ
た
る
、
４
つ
の

自
治
会
が
設
立
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
引
き
続
き
周
知
す

る
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
は
、

女
性
の
在
宅
率
が
高
く
、
女

性
の
細
や
か
な
視
点
が
重
要

と
な
る
の
で
、
設
立
時
の
女

性
役
員
の
登
用
を
求
め
て
い

き
た
い
。

２
坩
９
月
に
有
明
北
自
治
会

の
自
主
防
災
訓
練
に
お
い
て
、

津
波
・
洪
水
浸
水
想
定
図
を

基
に
説
明
を
行
い
、　

月
に

１１

は
、
全
村
を
対
象
に
「
減
災

講
習
会
」
を
開
催
し
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
概
要
の
説

明
を
行
っ
た
。

　
津
波
浸
水
想
定
に
お
い
て
、

第
２
栄
、
初
山
別
地
区
で
の

被
災
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立

と
並
行
し
て
防
災
訓
練
や
研

修
会
等
を
計
画
す
る
。

３
坩
危
機
に
対
応
す
る
組
織

体
制
を
準
備
し
て
お
く
重
要

性
は
理
解
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
財
源
・
人
材
な

ど
の
観
点
か
ら
専
任
体
制
を

導
入
で
き
な
い
小
規
模
自
治

体
が
多
々
あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
危
機
管

理
に
対
す
る
職
員
や
住
民
の

意
識
、
認
識
、
知
識
を
向
上

さ
せ
る
た
め
研
修
等
の
充
実
と

危
機
管
理
に
精
通
す
る
職
員

の
育
成
な
ど
検
討
を
進
め
る
。

一
問
一
答

議
員
 津
波
な
ど
の
時
に
役

場
庁
舎
が
災
害
対
策
本
部
と

し
て
機
能
す
る
の
か
心
配
で
あ

る
。新
築
の
消
防
支
署
庁
舎

と
２
本
立
て
で
構
え
る
よ
う

な
方
策
は
で
き
て
い
る
の
か
。

村
長
 消
防
庁
舎
を
効
果
的

に
活
用
す
る
の
は
重
要
な
視

点
で
あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た

形
が
効
果
的
な
施
設
整
備
な

の
か
、
急
が
れ
る
災
害
対
策
、

対
応
策
に
繋
げ
て
い
け
る
の

か
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し

た
い
。

議
員
 役
場
の
夜
勤
は
民
間

委
託
し
て
お
り
、
夜
間
の
災

害
時
の
住
民
へ
の
情
報
伝
達

に
つ
い
て
、
う
ま
く
機
能
す

る
の
か
。

村
長
 マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
対
応
し
て
い
る
が
、
十
分

で
は
な
い
点
も
あ
る
。
情
報

提
供
や
対
応
に
遅
れ
が
な
い

よ
う
連
携
を
深
め
密
接
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

議
員
 全
部
の
自
治
会
、
町

内
会
に
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
防
災
意
識
を
高
め
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
か
。

村
長
 極
め
て
重
要
な
取
り

組
み
に
な
る
。
全
地
域
に
自

主
防
災
組
織
が
揃
う
よ
う
対

応
し
た
い
。

議
員
 防
災
に
特
化
し
た
職

員
が
い
な
け
れ
ば
進
ま
な
い

と
思
う
が
。

村
長
 専
門
的
な
人
材
が
い

れ
ば
よ
い
と
い
う
思
い
は
あ

る
が
、
少
な
い
人
口
、
職
員

数
の
中
で
ど
の
様
な
形
を
と

れ
ば
よ
い
の
か
色
ん
な
角
度

か
ら
考
え
た
い
。

議
員
 避
難
所
の
開
設
基
準

は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

村
長
 村
の
防
災
計
画
の
中

で
、
状
況
に
応
じ
て
判
断
し

て
い
る
。

議
員
 備
蓄
品
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
各
避
難
所
に
分
散

で
き
な
い
か
。

村
長
 効
果
的
に
活
用
す
る

必
要
が
あ
る
。
住
民
が
困
ら

な
い
こ
と
を
大
前
提
に
分
散

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議
員
 大
切
な
の
は
、
ど
ん

な
災
害
に
も
被
災
者
を
出
さ

な
い
こ
と
。
村
長
の
決
意
を

伺
う
。

村
長
 小
さ
な
村
の
利
点
を

生
か
し
て
、
し
っ
か
り
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。

一

般

質

問

Ｑ　専任の防災担当を配置した

　　　体制づくりが必要と思うが

Ａ　研修等の充実と危機管理に

　　　　　　精通する職員の育成を検討

羽

髙場　志津子　議員



議会だ よ り
 

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
に
向

け
て

議
員
 村
で
は
、「
ふ
る
さ
と

納
税
」
制
度
に
取
り
組
ん
で

か
ら
　
年
に
な
る
。
寄
附
金

１０

の
使
途
は

　
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
特
産

（１）品
開
発
に
関
す
る
事
業

　
星
の
む
ら
づ
く
り
推
進
に

（２）関
す
る
事
業

　
健
康
・
福
祉
の
充
実
に
関

（３）す
る
事
業

　
森
林
・
水
資
源
等
環
境
保

（４）全
に
関
す
る
事
業

　
ふ
る
さ
と
の
文
化
伝
承
に

（５）関
す
る
事
業

の
５
項
目
が
あ
り
寄
附
者
が

使
途
指
定
で
き
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
納
税
額
は
使
途
別
に

い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
他
町
村
に
比
べ
件
数
、
納

税
額
共
に
極
端
に
低
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
返
礼
額
が

納
税
額
の
１
割
程
度
で
寄
附

者
が
返
礼
品
に
魅
力
を
感
じ

て
い
な
い
と
思
う
が
。

　
納
税
を
促
進
す
る
手
段
と

し
て
納
税
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
の
利

用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
又
、

寄
附
金
の
使
途
項
目
を
減
ら

し
使
途
目
的
を
明
確
に
し
て

は
ど
う
か
。

村
長
 

　
　
月
　
日
現
在
の
寄
付
額

１２

１０

合
計
で
、
４
０
３
件
、
８
４

６
万
円
で
、
２
回
の
取
り
崩

し
を
行
い
現
在
高
６
１
６
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
種

別
で
は
、

　
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
特
産

（１）品
開
発

　
　
　
　
件
、
１
９
８
万
円

６４

　
星
の
村
づ
く
り
推
進

（１）　
１
１
８
件
、
１
４
２
万
円

　
健
康
・
福
祉
の
充
実

（２）　
１
１
６
件
、
３
８
５
万
円

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
改
修

診
療
所
建
設
で
取
り
崩

し
現
在
高
１
５
５
万
円

　
森
林
・
水
資
源
等
環
境
保

（３）全
　
　
　
　
　
件
、　

万
円

７１

８０

　
ふ
る
さ
と
の
文
化
伝
承

（４）　
　
　
　
　
　
件
、　

万
円

３４

４１

と
な
っ
て
い
る
。

　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
な

る
べ
く
多
く
の
方
に
応
援
い

た
だ
け
る
よ
う
平
成
　
年
度

２６

か
ら
始
め
平
成
　
年
度
に
一

２８

部
見
直
し
充
実
を
図
っ
た
が
、

寄
附
件
数
、
寄
附
金
額
と
も

に
他
町
に
比
べ
低
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
寄
附
獲
得
の

た
め
返
礼
品
等
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
種
々
検
討
を
重
ね

て
い
る
が
、
あ
る
程
度
の
数

量
確
保
が
見
込
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
品
数
も
限
ら

れ
て
い
る
。

　
納
税
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
に
つ
い

て
は
、
費
用
対
効
果
も
含
め

調
査
・
検
討
す
る
。
ま
た
、

制
度
開
始
か
ら
　
年
が
経
過

１０

し
た
こ
と
か
ら
、
事
業
項
目
、

返
礼
品
、
Ｐ
Ｒ
方
法
等
総
体

的
に
検
証
検
討
す
る
時
期
で

あ
り
、
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
等
も
調
査
・
研
究

し
、
検
討
す
る
。

一
問
一
答

議
員
 他
町
村
の
多
い
と
こ

ろ
の
状
況
を
見
る
と
生
鮮
食

品
や
お
歳
暮
等
の
品
物
を

扱
っ
て
い
る
。
寄
附
後
、
直

ぐ
に
返
礼
品
を
渡
す
の
で
な

く
獲
れ
た
時
期
の
新
鮮
な
物

や
お
歳
暮
用
の
品
物
を
返
礼

品
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

村
長
 知
恵
を
出
し
、
工
夫

し
て
対
応
策
を
検
討
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
対
す
る
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

議
員
 寄
附
者
の
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
が
、
今
ま

で
寄
附
金
の
活
用
状
況
等
を

寄
附
者
の
方
々
に
手
紙
等
で

報
告
し
て
る
の
か
。

村
長
 寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
へ
は
、
そ
の
都
度
礼
状
を

送
付
し
感
謝
の
意
を
伝
え
て

い
る
。
活
用
状
況
等
の
報
告

に
つ
い
て
は
、
可
能
か
ど
う

か
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討

し
た
い
。

　
村
と
し
て
も
誇
り
と
責
任

を
持
っ
て
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
に
存
分
に
役
立
て
て
い
き

た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　納税ＰＲサイトの

　　　　　　　利用も考えては

Ａ　費用対効果も含め
　　　　　　　　調査・検討する。

迂

三谷　博子　議員



　
平
成
　
年
度
の
学
校
定
期

３０

監
査
が
、　

月
　
日
に
村
内

１１

２１

小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

〇
監
査
報
告

・
配
分
予
算
の
執
行
状
況
、

伝
票
経
理
事
務
、
各
備
品
台

帳
の
整
理
、
備
品
の
整
理
・

保
管
は
、
概
ね
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。

・
校
舎
内
の
管
理
、
清
掃
等

は
、
適
正
と
認
め
た
。

・
理
科
薬
品
、
器
具
類
の
整

理
、
保
管
は
、
適
正
と
認
め

た
。

議　　会　　の　　う　　ご　　き

第４回定例会（議長外議員全員）１３１１　　　月

例月出納検査（監査委員）１９議員懇話会（議長外議員全員）９

１　　　月
町村等監査委員・補助職員研修会

（監査委員・札幌市）
１４

成人式（議長外議員多数）４例月出納検査（監査委員）１６

初山別救難所出初式（議長外議員多数）

初山別村消防団出初式（議長外議員多数）７

全国町村議会議長全国大会（議長･東京都）

留萌管内町村議会議長行政視察

（議長･福島県）

２０～

２３

留萌駐屯地新春交礼会（議長・留萌市）１２羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会

（三谷議員･羽幌町）

北留萌消防組合議会定例会

（土門議員･羽幌町）

学校定期監査（監査委員）

２１ 議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１６

例月出納検査（監査委員）１８

２　　　月１２　　　月

管内市町村長と議長との意見交換会

（議長･苫前町）
６

議会運営委員会（議長外委員全員）

議会全員協議会（議長外議員全員）
３

学
校
定
期
監
査

会
議
録
の閲

覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
議
決

の
状
況
や
審
議
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
議
録

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
の
で
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
村
の
大
切
な
予
算
を
決
め
る
会

議
で
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。緯
　
・
２
２
１
１
　

６７

議
会
を傍

聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

３
月
６
日
か
ら
の
予
定
で
す

議会だ よ り

雨



　「新しい元号は平成であります」と発表されスタートした平成が、今年の４月３０日をもって終わり

ます。「国の内外、天地とも平和が達成される」という願いを込めての『平成』だったが国内外で、

色んな事が起こりました。

　災害だけでも、平成３年、雲仙普賢岳で大規模火砕流発生。平成７年、阪神・淡路大震災。平成１６

年新潟中越地震。平成２３年東日本大震災。平成２８年、熊本地震。台風や竜巻も含めると毎年どこかが

被災している。現在も復興中の地域が多数ありこの村も対岸の火事ではない。
　

　経済面では、失われた３０年になってしまった。デフレ脱却が出来ず設備投資・個人投資共に冷え込

み悪循環に拍車がかかる。脱却の雰囲気が出てきたので次元号時代に期待。（インフレ時代を知らな

い若者は分からないだろうなぁ。）
　

　私がこの３０年で一番変わったと感じる事は、『寛容性が無くなりつつある』という事だ。考え方の違

いや、やり方の違いを昔はもっと認めていたと思う。自分の意見とは異なるがそう考える人もいるだ

ろう。そっとしておこう。

この「そっとしておこう」が少なくなったと感じる。

　私自身３０代の頃２０代の提案を却下したが、後にその提案が正しい事が判明し謝った事がある。それ

からは他者の意見を聞きその方向性の中でどう手伝えるかを考える様にしている。若者同士ならそっ

としておくで良いのだが、おっさんは後押ししなければいけないと思っているが、迷惑だったら言っ

てください「そっとしておいて」と。【古田】

＜平成時代＞

皆様こんにちは

あけましておめでとうございます（遅いですが）
　

皆様は正月は何をされていましたでしょうか。

私は、新年早々に風邪を引いてダウンしておりました……
　

さて、新しい年が始まりますね。

今年もいろいろとやって行きたいなぁとは思っておりますが、皆様『是非これをやって欲しいん

だ！』って言うことってありますか？

あれば、会ったときにでも教えてください！

今年も怪我や事故に気をつけて生活したいと思います。

皆様もお気をつけてください！

ではまた来月。【齋藤】

＜遅めの新年挨拶＞

　皆様ごきげんよう。雑草です。好きなあんかけ焼きそばの具はウズラの卵

とヤングコーンです。
　

　今年は暖冬という話を聞きまして、１１月ごろに雪がどっと降った時はこの

村には関係ないかなーと思ってましたが、１２月を過ごしてみると実際暖か

かったですね。さすがにストーブ無し、とまではいかないですけれど。これ

から雪もまだ降るでしょうし、体調には気をつけていきたいところですね。
　

　話は変わりますが本年度の目標は目に見える成果・成長の追及と、自分に

できない頑張り方を避けることです。というわけで雑草の雑談でした。

【佐藤】

＜年明けて近況＞

卯

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ



鵜

　
皆
さ
ん
は
健
康
診
断
を
受
け
て
い

ま
す
か
？
　
健
康
診
断
は
、
日
頃
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
、
年
に
一
度

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
毎
年
必
ず
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
検
査
項
目
は
、
身
体
測
定
・
血
圧

測
定
・
採
血
・
採
尿
・
心
電
図
検
査
・

眼
底
検
査
と
な
り
ま
す
。
検
査
で
は
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
・

肝
機
能
障
害
・
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の

病
気
が
わ
か
り
ま
す
。
家
族
や
親
せ

き
に
多
い
病
気
に
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
健
診
を
受
け
て
、
日
頃
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
病
気
の
悪
化
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
村
で
は
　
年
度
の
各
種

３１

検
診
希
望
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
自
分
の
体

の
状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
次
の
事
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◎
禁
煙
こ
そ
健
康
の
近
道

　
た
ば
こ
の
害
は
知
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
本
人
ば
か
り
で
は
な

く
、
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
周
囲
の
人
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。

◎
こ
ま
め
に
歩
き
、
よ
く
動
く

　
体
を
動
か
す
量
が
少
な
い
と
生
活

習
慣
病
や
認
知
症
等
を
発
症
し
や
す

い
事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
よ
り

あ
と
　
分
多
く
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

１０

◎
間
食
に
メ
リ
ハ
リ
を

　
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
（
飲
み
）、
夕
食
後

や
夜
間
遅
く
の
飲
食
は
内
臓
脂
肪
の

も
と
で
す
。
ま
た
、
甘
い
食
べ
物
、

甘
い
飲
み
物
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
糖

質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
る

な
ら
活
動
量
の
多
い
日
中
、
一
日
２

０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
以
下
を
目
安
に
。

◎
体
重
を
意
識
す
る

　
体
重
計
に
毎
日
乗
り
ま
し
ょ
う
。

◎
睡
眠
を
充
分
と
る

　
睡
眠
不
足
が
続
く
と
体
内
リ
ズ
ム

の
乱
れ
か
ら
高
血
圧
、
心
臓
病
、
う

つ
病
な
ど
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
食

欲
を
増
す
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
増
え
、

過
食
か
ら
メ
タ
ボ
の
原
因
に
も
。

◎
お
酒
は
た
し
な
む
程
度
に

　
ビ
ー
ル
な
ら
５
０
０
悪
以
下
、
清

酒
な
ら
１
合
以
下
に
（
女
性
は
そ
の

半
分
）。

◎
朝
食
を
抜
か
な
い

　
朝
食
を
抜
く
と
次
の
食
事
で
食
べ

過
ぎ
た
り
、
食
後
血
糖
が
高
く
な
っ

た
り
し
て
太
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

朝
、
食
欲
が
わ
か
な
い
の
は
夜
遅
く

の
飲
食
が
原
因
か
も
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、　

歳
以
上
で
あ
れ

２０

ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

１
１
８
万
円
＋
｛
扶
養
親
族
等
の
数

×

 
　
万
円
｝

３８

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す

る
お
知
ら
せ

お
知
ら

お
知
ら
せせ



窺

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在

学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め

に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
制
度

の
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平

成
　
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

３０
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
　
年
度
も
引

３１

き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末

に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
平
成
　
年
度
の
申
請
が
で
き
ま

３１

す
（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で

す
）。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
は
学
生
納
付

３１

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
納
付
書

を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
留
萌
年
金
事
務

所
（
電
話
０
１
６
４
倆
４
３
倆
７
２

１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま

す
。

（
住
民
課
健
康
福
祉
係
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　
冬
道
は
天
候
状
況
や
積
雪
に
よ

る
渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
到
着
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況

を
事
前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転
を

　
冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る

正
面
衝
突
の
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

路
面
状
況
に
あ
わ
せ
た
慎
重
な
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

　
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド

ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」

の
つ
く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
に

つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

④
交
差
点
に
注
意

　
雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点

な
ど
で
は
、「
車
が
来
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
」、「
歩
行
者
が
横
断

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
危

険
を
予
測
し
て
、
徐
行
と
安
全
確

認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
悪
天
候
に
注
意

　
吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の

運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不

良
に
よ
る
立
ち
往
生
等
の
危
険
が

伴
い
ま
す
の
で
、
不
要
な
外
出
は

控
え
ま
し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と

き
は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
防
寒
具
や
ス

コ
ッ
プ
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間
等
の
お
知

ら
せ
　
次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を
開

設
し
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り

受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

開
設
期
間

　
平
成
　
年
２
月
　
日（
月
）

３１

１８

　
～
平
成
　
年
３
月
　
日（
金
）

３１

１５

相
談
受
付
時
間

　
平
日：

午
前
９
時
～
午
後
４
時

確
定
申
告
会
場

　
留
萌
税
務
署

　
（
留
萌
市
寿
町
３
丁
目
　
番
地
）

１９

　
２
月
　
日（
金
）以
前
は
、
確
定
申

１５

告
会
場
を
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
、
申
告
会
場

を
開
設
す
る
２
月
　
日（
月
）以
降
に

１８

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や

必
要
な
書
類
の
ご
確
認
な
ど
は
、
お

電
話
で
も
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

冬
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

３０

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及

び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月
　
日
１８

（
月
）か
ら
３
月
　
日（
金
）ま
で
と
な

１５

り
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
印
刷
し
て

郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
給
与
所
得
や
年

金
所
得
の
み
の
方
専
用
の
初
め
て
の

方
で
も
操
作
し
や
す
い
画
面
も
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
 税
務
署
へ
「
　
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方

ＩＤ

式
の
届
出
」
を
す
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
も
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
か
ら
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
で
の

送
信
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
税
務
署
な
ど
の
確
定
申
告
会
場
に

お
越
し
の
際
に
は
、「
前
年
の
申
告

書
控
え
」、
確
定
申
告
に
必
要
な
書

類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い

て
い
る
方
は
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
）。

　
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
手
続
が
よ

り
便
利
に
な
り
ま
す
！

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
、
個
人
納
税

３１

者
の
方
の
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
を
よ
り

便
利
に
す
る
た
め
、
以
下
の
２
つ
の

方
式
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
又
は
ｅ
倆
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
ｅ
倆

Ｔ
ａ
ｘ
へ
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け
で
、

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
を
開
始
し
、
申

告
書
等
の
デ
ー
タ
が
送
信
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

②
　
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

ＩＤ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
　ＩＣ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
で
職

員
と
の
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
に
基

づ
い
て
税
務
署
長
が
通
知
し
た
「
　
・
ＩＤ

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了
通

知
」
に
記
載
さ
れ
た
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
用

の
　
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
み
で
、
国
税

ＩＤ
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ
倆
Ｔ
ａ

ｘ
に
よ
る
送
信
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

（
留
萌
税
務
署
）

気象台ひと口メモ　冬の気温～体感温度～
　１年を通じてこの時期の気温は最も寒くなり、冬型の気圧配置や低気圧
で風速も強い時期となります。
　
　普段、生活の中での気温、いわゆる体感気温は気象台の発表と感覚が大
きく変わる場合があり、体感気温に影響する大きな要素は風速です。
　単純に言うと風速１メートルにつき気温が１度下がる感覚になり、気温
が０度でも１０メートルの風のもとでは、体感温度はマイナス１０度、という
ことになります。
　
　風を予想する場合、気象関係者のあいだでは、「７・５・３」ルールと
いうのがあります。
　これは天気図で北海道付近に等圧線が３本かかると注意報クラス、５本
だと暴風警報クラス、７本だと危険な状態、というものです。
　これを気温に換算すると、等圧線１本について体感温度が２～３度下が
る目安になりますから、参考にしてください。
　
　また、風が弱くても朝方に晴れると、地上の熱が奪われる「放射冷却現
象」により、極端に気温が低くなりますので、水道凍結などの思わぬ事態
となることがあります。
　
　天気予報や気象台の情報を利用して、実際の気温や体感温度などを考慮
した生活を送ってください。

　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）
　※旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

丑



碓

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひ と の う ご き
～平成３１年１月末～

人口と世帯数
人口 １,１７０人 （△３人）
 男 ５６３人
 女 ６０７人
 世帯数 　５３５世帯 （△１世帯）

（　） は前月比

ご 結 婚
１２／１６　向　野　翔　太（初山別）

　　　　柏　崎　　　愛（羽幌町）

おくやみ
１２／１８　山　　　マサヨ

　　　　　　　　　８９歳（豊　岬）

１２／２３　湊　　　キヨミ

　　　　　　　　　８６歳（初山別）

１／２６　水　門　博　雄

　　　　　　　　　８１歳（明　里）

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成３１年３月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇

（第４水曜日 ２７日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２７日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（１３日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（５日）〇

整形専門外来

予約制

８：００～１１：００
大野医師（１４日）〇予約

優先 覺田医師（１１日）〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（１２日・２６日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制渡部医師（１２日・２６日）〇整形専門外来予約制

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師（１１日・１５日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（５日・１２日・１９日・２６日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（５日・６日・１２日
　１９日・２０日・２６日）

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（７日・１４日・２８日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（６日・２０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日・２９日）〇皮膚科（毎週金曜日）

消防初山別支署からのお知らせ！

救救 急急 出動する消防車両は、 道路交通法に

則り緊急走行時サ イレ ン を吹鳴し ています 。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

＊札幌医大木村教授の総合診療は、希望された方全てへの診療は
できない場合があります。
＊平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後「フレイル外来」（完全予約
制）始めました！
＊平成３０年９月から、皮膚科は毎週月曜日から金曜日に変更とな
りました。
＊予約制で、人間ドックは水･木曜日、特定健診は月～金曜日実施
しています。
　詳細についてはお問い合わせ下さい。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370
一人で悩まず、まずは相談して下さい。



　初山別村民憲章　　体をきたえ、心をみがき、明るい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（２／１２～３／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（２月号）１２昇

２

月

乳幼児健診１３昌

１４昭

１５晶

１６松

１７掌

１８捷

１９昇

ほしっこくらぶ（会場開放日）２０昌

予防接種２１昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）２２晶

２３松

２４掌

２５捷

広報配布（お知らせ版）２６昇

２７昌

２８昭

１晶

３

月

２松

３掌

４捷

５昇

ほしっこくらぶ
村議会定例会

６昌

予防接種７昭

８晶

９松

１０掌

１１捷

広報しょさんべつ配布（３月号）１２昇

ハラダ工業(株)による除雪
　現在、有明地区にて、北海道の発注によ

る「茂築別川総合流域防災工事（補正・明

許）２工区」を行っているハラダ工業株式

会社の皆様が、有明母と子の家と有明台第

１団地空室の屋根の雪下ろしと有明体育館

通路軒下の除雪を行い、降り積もった雪を

綺麗に取り除いて下さいました。

　ありがとうございました。（1月２５日）

地域貢献に感謝 ！今月の

　昨年１２月

２６日、オロ

ロン農業協

同組合初山

別支所様よ

り鏡もちを

寄贈してい

ただきました。いただいた鏡もちは、お正

月期間中、役場庁舎ロビーに供えさせてい

ただきました。

「ありがとうございました」

鏡 も ち の 寄 贈

オロロン農業協同組合 様


